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検証項目 成果・結果

  視野検査受検者数（率）  
視野検査受診者数／健診受診者数。どれくらいのニーズがあったかの指標
  要精密検査者数（率）  
要精密検査者数／視野検査受診者数。視野異常が疑われる人の割合
  継続通院者数（率）  
要継続通院者数／眼科受診者数。実際に精密検査を受け、継続的に通院が
必要と判断された人の割合。
  ユーザー満足度  
アンケートによる満足度調査

  視野検査受検者数（率）  
707名／1146名（61.7％）
検査希望者が全体の6割超え。市民の高い関心
が伺えた。
  要精密検査者数（率）  
388名／707名（54.9％）
受診者の平均年齢が64.2歳と高く、かなりの確
率で精密検査が必要となった。
  継続通院者数（率）  
41名／156名（26.3％）
実際に眼科受診した人の内、4人に1人が継続通
院となり、潜在患者の掘り起こしにつながった。
  ユーザー満足度  
満足している44.0％、特に不満はない48.8％
90％以上の人が満足、もしくは不満はないと回
答。高い満足度を得ることができた。

取り組み内容

  伊予市保健センターでの視野検査  
実施期間：8/18～10/22  全10回
  エスピーシー社による告知  
新聞折込、商業施設へのチラシ設置、SNSでの告知
  グローバルヘルスコンサルティング社による効果測定  
健診データを保険データと併せてマクロ視点での分析を行う

緑内障早期発見を目的とした視野健診　
～健康・就労寿命増進を目指す～

株式会社ファインデックス
株式会社エス・ピー・シー ｜ 株式会社グローバルヘルスコンサルティング・ジャパン
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市町村で行われる特定健診はメタ
ボ健診とも呼ばれ、生活習慣病の予
防を目的としており、視野検査は含
まれていない。伊予市での実装を通
じて緑内障健診の有用性を立証し
サービスの定着を図る。また、他市
町村へ横展開するために必要な課
題を洗い出す。

緑内障は失明原因の第一位であり、４０歳以上の２０人に１人が緑内障と言われているが、早期には自覚症状に乏しく患者の多くが治療
を受けていない。市町村で行われる健診で緑内障検査を実施する仕組みを作ることにより、早期発見・治療につなげ、健康／就労寿命の
延伸や医療費削減等を図る。

本年の実装先である伊予市からは高い評価を頂き、次年度以降も市の予算で継続することが決定している。市町村予算での実装という
目標は達成された為、他市町村への拡大を目指す。また同時に市民に費用負担を求める方法での横展開も検討する。費用負担を求める
分、対象が浅くはなるが、市町村は導入のハードルが低くなる為、広く導入していくことが可能となる。

市町村で視野検査を実施する為の
手段は二通り。
①市町村の予算で無償実施する
②市民に費用負担を求め、健診受託
事業者が健診オプションとして実施
する。まずはプロジェクト予算を用い
て無償実施し、市民のニーズや緑内
障健診の有用性を立証して継続実
施につなげる。

課 題

目 的

今後の見立て・意向

伊予市人口（2023年1月末現在）＝35,743名。
●市民全員が視野検査を受けたと仮定した場合に何らかの
　眼疾患が見つかると想定される人数＝1,150名。
●緑内障の入院と外来の比率＝1：25。
●緑内障の1入院費用＝約53万円

取得データ

早期発見により入院治療が不要になれば、入院費用（約53
万円／1入院）が削減でき、最大で2，438万円の医療費削減
につながる。

データ活用による考察・示唆
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